(別添様式１)
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：防災費　目：消防指導費
	事業名:岐阜県少年消防クラブ運営指導協議会補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　知事直轄　危機管理部門　消防課　消防担当　電話番号：058-272-1111（内2471）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11193@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：270千円（前年度予算額：270千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　少年消防クラブは、おおむね１０歳から１５歳までの少年少女により編成されるもので、少年期から防火・防災に関する知識を身につけ、地域や家庭における火災の予防を図ることを目的としている。

県では「岐阜県少年消防クラブ運営指導協議会」を設置し各種事業を展開している（クラブ数は２０４，会員は４万２，７２８人）。
①　事業目的・事業効果
少年消防クラブの健全育成と火災予防思想の普及を図ることで以下の効果を得る。
　　　・火災件数の減少（火遊び等）
　　　・クラブ活動を通しての少年の健全育成・子育て支援
　　　・将来の消防職員・消防団員の育成
②　事業内容
　　○定例表彰
　　　・優良クラブ指導者表彰　毎年３名程度表彰
　　　・表彰旗表彰（団体表彰）毎年１団体表彰
　　　・竿頭綬表彰（団体表彰）毎年３団体表彰
　　○火災予防作品募集事業（平成２１から単独開催）
　　　・毎年県内小中学生に対して火災予防作品募集を行い、火災予防思想の普及を図る。

平成２３年度応募点数　１０，３４２点、３３２校参加
　　○少年消防クラブリーダー研修会
　　　・県内の少年消防クラブのリーダー的クラブ員に対して、防災講話、各種体験学習等を通して、火災予防意識の向上と活動意欲の増進を図る。
　　　　　　平成２３年度参加クラブ員数　５３名
	２　所要経費


　　270千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

６　社会資本の安全性が高く、災害への備えが整った地域をつくる

　　　　・防災意欲の高い人材を育成する
　・平時における地域の力を活用し、自助の実践を促進する
	２　これまでの取組状況


　岐阜県少年消防クラブ運営指導協議会において、火災予防ポスターの募集事業や、リーダー研修会を毎年開催し、また、定例表彰を実施し、クラブの活動促進に努めている。

	３　これまでの取組に対する評価


　少年消防クラブの各事業を通じ、家庭や地域における火災予防に貢献している。また、定例表彰を実施し、クラブの活動促進に努めている。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	270
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	270

	要求額
	270
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	270

	決定額
	270
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	270


